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共に拓く技術・家庭科の学習

長野県技術・家庭科教育研究会

長野市立柳町中学校 佐藤 正志

１ 過去の研究と新学習指導要領の整理による研究

の計画

(1) 「一人一人が自ら拓く技術・家庭科」の学習の

成果

長野県技術・家庭科教育研究会では，常に「授業

実践」を大切にして研究を続けてきた。

平成 20年の第 47回全日本中学校技術・家庭科研

究大会並びに第 47 回関東甲信越地区中学校技術・

家庭科研究大会長野大会では，研究テーマを「一人

一人が自ら拓く技術・家庭科の学習」と据え，「自

ら拓く姿」を，「どのような場面でも，自分のもっ

ている力を活用して，自らの願いを達成していく姿」

として研究を行った。「自ら拓く」手立てとして，「課

題解決力を育てる１時間の学習展開」を位置付ける

とともに，題材展開の中に生活と関わる場面を意図

的に配置したり，一人一人が体験し，考え，実践す

る場面を保証したりした。

この研究実践は，現行学習指導要領の「確かな学

力，豊かな心，健やかな体の調和を重視した『生き

る力』の育成」にも重なるものであり，一定の成果

を収めることができたと考えている。

そして平成 29 年 3 月，新学習指導要領が告示さ

れ，「主体的・対話的で深い学び」の重要性が示さ

れた。本県の「一人一人が自ら拓く技術・家庭科の

学習」の研究は，まさに「主体的で深い学び」を追

究したものであり，その学びの中に，私たちは必ず

「学び合いを生み出す教師の支援」を行い，「対話

的な学び」をつくろうとしてきた。このことは，長

野県のこれまでの取組が，新学習指導要領で目指す

ものと一致していることを表している。

(2) 生徒の実態

現在，生徒を取り巻く環境は年々変化し，ＡＩが

人間の知能を超えると言われるような情報技術の急

速な発展に加え，グローバル化によって社会の多様

化が急激に進んでいる。生徒は，生活や社会の問題

に自分から積極的に関わらなくても，普段の生活を

不自由なく送ることができ，体験を伴わなくても得

られる情報をいつでも取り込むことができることか

ら，実体験の不足や個人差が一層深刻になっている。

これを受け，私たちはこれまで以上に，生活や技

術に関する実践的・体験的な活動を通して，生活を

工夫し創造する資質・能力を育成したいと考えた。

また，学習の基盤となる経験や知識の個人差が大き

くなる状況にあるからこそ，友と学び合う学習を位

置付けたり，家庭や地域と関わる学習を一層取り入

れたりしたいと考えた。

一昨年度，本研究会では長野県内の技術・家庭科

教員を対象に，「課題設定」「計画・設計」「製作・

実習」「整理・発展・まとめ」の四つの授業場面に

おいて，生徒の取り組む学習活動について，実態調

査を行った。この調査から，多くの場面で協働的な

学習が行われていることが明らかになり，中でも「製

作・実習」の場面では，技術分野で 70 ％，家庭分

野で 90 ％が協働的な学習を行っていることが分か

った。

しかし，具体的な活動内容を見てみると，互いに

作業を見合い，アドバイスをし合うといった学習が

ほとんどで，問題解決的な学習場面において他者と

根拠をもって話し合い，協力しながら解決していく

ような活動はあまり見られないことが分かった。こ

のことから，私たちは，自らの考えを明確にしたり

広げ深めたりするための協働的な学びを，さらに位

置付けていく必要があると考えた。
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(3) 新学習指導要領の捉え

新学習指導要領では，改訂の基本的な考え方とし

て，子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・

能力を一層確実に育成することや，「社会に開かれ

た教育課程」を重視すること，知識の理解の質をさ

らに高め，確かな学力を育成すること，豊かな心や

健やかな体を育成することが示された。

私たちは，新学習指導要領を，前述の(1)のよう

に，長野県の研究してきた方向と合致するものと捉

え，これまでの研究の成果を生かしながら，自信を

もって研究を推し進めることにした。そして，今回

の長野大会は，新学習指導要領実施の移行期間中に

行われる大会であるため，新学習指導要領の内容を

基に研究を進め，提案を行うことにした。

(4)「課題解決力を育てる１時間の学習展開」につ

いて

(1)でも記述したが，本研究会では 40年前から，

一人一人の生徒に課題を解決する力を育むために，

「課題解決力を育てる１時間の学習展開（課題解決

学習）」として，一連の学習展開を提案し，実践を

重ねてきた。また，長野県では毎時間の授業におい

て，「学習問題」の次に「学習課題」が位置付くと

考え，解決のための追究方法や解決の見通しがもて

た時に「課題把握」ができたとしてきた。その学習

展開が表１であり，これまでの研究によって，長野

県の技術・家庭科の授業の展開方法として定着して

いる。今大会においても，「主体的・対話的で深い

学び」の実現につなげていくために，この学習展開

を大切にして位置付けていく。そして，後述する研

究テーマに沿うように，今回は「共に」の表現を付

け足すことにした。

(5) 研究テーマの設定

私たちは，これまでの研究成果と新学習指導要領

の捉えを基に，願う生徒像を「他者と協働し，生活

や社会をよりよくしようと意欲をもって主体的に工

夫し，実践する人」と設定した。それは，授業で言

えば「他者と協働し，基礎的・基本的な知識及び技

能を確実に身に付けていく姿」であり，「他者と協

働し，生活や社会の中から問題を見いだして課題を

設定し，見方・考え方を働かせ，課題を解決してい

表１ 課題解決力を育てる１時間の学習展開

・願いを共有し合う

・願い達成のための手だてを共有化する

・一緒にやってみる

課題 ・やってみた結果を評価し合う

把握 ・問題を共有化する

・情報や意見を交換して原因を明確にする

・課題を解決するための手だてを考え合う

・手だてを共通理解する

・一緒にやってみる

追究 ・やってみた結果を評価し合う

・

実践 ・それぞれの結果を共有する

・友の姿に学ぶ

・情報や意見を交換して修正する

整理

・ ・やってみた結果を評価し合う

発展

・新たな願い，課題を共有する

く姿」である。また，「よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築に向けて，他者と協働し，主体的

・意欲的に生活を工夫し創造しようとする姿」であ

る。私たちは，このような生徒像を実現させるため，

「共に拓く技術・家庭科の学習」を研究テーマに，

生活を工夫し創造する資質・能力を育成することを

目指して研究を進めることにした。（表２）

２ 「共に拓く技術・家庭科の学習」を目指した研

究内容

(1) カリキュラム・マネジメントの推進

新学習指導要領では，学校全体として，教育内容

や時間の配分，必要な人的・物的体制の確保，教育

課程の実施状況に基づく改善などを通して，教育活

動の質を向上させ，学習の効果の最大化を図るカリ

キュラム・マネジメントに努めることが示されてい

願いを明らかにする

やってみて問題に気付く

共に原因を明らかにする

共に方法を考える

共に試してみる

結果を確かめる

共に修正しながら実践する

共に成果と疑問点をまとめる

新たな願い・課題を見つける
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表２ 共に拓く技術・家庭科の学習

生徒の実態

◇豊富な物や情報の中で生活をしている。

◇製作や実験・実習に対して意欲的に取り組むことができる。また，友と協力して追究することができる。
◇一人で問題を解決するための知識及び技能が不足しているが，知識及び技能を習得したいという意識は

高い。

△発想は豊かだが，自ら課題を設定し，解決の見通しをもつことが難しい。
△生活をよりよくしようと実践的に取り組む経験が少ないため，追究時に他者と関わり合うことを求めて

いる。

△判断の根拠や理由を明確にしながら自分の考えを述べたり，結果を分析し，解釈・考察し説明したりす
ることが苦手。

○指導の見返し
・「課題解決力を育てる１時間の学習展開」での実践

・生徒の実態をとらえているか。

・生徒同士が協働して学習する場面をどう捉えているか。
・生徒の必要感に根ざした学習が展開されているか。

・生活や社会の中の問題を発見させているか。また，新たな発想を生み出す指

導をしてきたか。

(1) カリキュラム・マネジメントの推進

・学校教育目標 ・生徒の実態 ・地域の願い

・各教科等との関連 ・地域との連携 ・小学校や高校とのつながり

(2) 見方・考え方を働かせた「深い学び」の実現

①育成を目指す資質・能力の明確化

②学習過程を踏まえた指導内容の検討

＜「主体的な学び」につながる手だて＞

③見方・考え方を働かせるための題材設定と題材展開

④身に付けた資質・能力を自覚させ，生活や社会を見つめなおす振り返りの場

＜「対話的な学び」につながる手だて＞

⑤思考を広げ深める，他者と関わる活動の設定

◇「共に拓く技術・家庭科の学習」で目指す生徒の姿

・基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けている生徒
・他者と協働し，生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，見方・考え方を働かせ，課題を

解決していく生徒

・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，他者と協働し，主体的・意欲的に生活を工夫
し創造しようとする生徒

願う生徒像

他者と協働し，生活や社会をよりよくしようと意欲をもって主体的に工夫し，実践する人

共に拓く技術・家庭科の学習
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
告
示
）
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る。

これまでも，本教科は限られた時間の中で幅広い

内容を学習するため，各教科等で学んだ知識を有効

に活用し，効率よく学習を進めるように取り組んで

きた。また，技術分野の「情報に関する技術」では，

情報通信ネットワークと情報モラル，ディジタル作

品の設計・制作，プログラムによる計測・制御の学

習が高等学校の「情報」につながるように中高の連

携を図り，家庭分野では，小中高で段階的に身に付

けた力が活用できるように，小中高の関連を図りな

がら学習指導を行ってきた。

そして，地域とのつながりを大切に位置付けて学

習展開している学校もある。例えば，「材料と加工

の技術」の学習において，社会科や総合的な学習の

時間で取り組んでいる地元の「大鹿歌舞伎」と関連

付け，地域の歴史的な建築物である「回り舞台」を

見学し，「生活や社会を支える技術」について学ん

でいる学校がある。また，「エネルギー変換の技術」

の学習で，地域の水力発電を取り上げ，総合的な学

習の時間の活動と並行させて学習している学校もあ

る。この学習でエネルギーの有効な利用について考

え，「見方･考え方」に気付くようにし，自分たちが

問題解決的に行う回路構成学習や製作につなげてい

くようにしている。

私たちはこれからも，小学校の段階や各教科等で

育成した資質・能力は活用できないか，各教科等と

の指導の順序は適切か，小学校や高校の指導内容と

の関連は適切か等の観点をもって指導計画を立て，

技術・家庭科の目標をよりよく達成させていきた

い。

(2) 見方・考え方を働かせた「深い学び」の実現

新学習指導要領では，深い学びの鍵として「見方

・考え方」を働かせることが重要であるとされ，各

教科等の「見方・考え方」が示された。

「見方・考え方」としては，技術分野では「技術

との関わり」を視点に「技術を最適化すること」が，

家庭分野では「協力・協働，健康・快適・安全，生

活文化の継承・創造，持続可能な社会の構築等」を

視点に「よりよい生活を営むために工夫すること」

が示されている。

一方で，多くの生徒は豊かな生活の中で，生活や

社会の中から問題を見いだしたり，技術の見方・考

え方に気付いたりすることが難しくなってきてい

る。そこで，題材に応じて，気付かせるための指導

を工夫していきたい。例えば，技術分野の「生活や

社会を支える技術」の学習では，既製品の分解やト

レーニングシートを活用した身の回りの技術を見つ

ける学習を設定することで，技術の見方・考え方に

気付くようにしていく。

そして，気付いた見方・考え方を働かせ，生活や

社会の中から問題を見いだして課題を設定し，習得

した知識及び技能を活用して課題を解決していく学

習を設定したい。このような問題解決的な学習が「深

い学び」の実現となる。

私たちは，見方・考え方を働かせた「深い学び」

を実現するため，次の５点から研究を進めることに

した。

① 育成を目指す資質・能力の明確化

今回の学習指導要領の改訂では，全ての教科等

の目標及び内容が，「知識及び技能」，「思考力，

判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」

の三つの柱で再整理された。

私たちは，見方・考え方を働かせた「深い学び」

を実現するため，まず，この三つの柱を基に，育

成を目指す資質・能力を洗い出した。

例えば，のこぎりびきの学習では，技能を習得

することが目標ではない。工具を適切に使用する

ための見方・考え方に気付き，その見方・考え方

を働かせて，生活を工夫し創造していけるように

したい。このような視点をもって，資質・能力を

明確化した。（表３）

② 学習過程を踏まえた指導内容の検討

新学習指導要領では具体的な改善事項として，

学習過程を踏まえた指導内容の改善が示されてい

る。そして，生活や社会の中から問題を見いだし，

課題を設定し，解決方法を検討し，計画，実践，

評価・改善するという一連の学習過程を重視し，

指導内容を整理することが適当であるとしてい

る。技術分野については，「生活や社会を支える

技術」「技術による問題の解決」「社会の発展と技

術」の三つの内容で構成することが示されている。
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表３ 共に拓く技術・家庭科の学習で目指す資質・能力（第９分科会を除く）

共に拓く学習

共に拓く

他者と協働し，

生活や社会をよりよくしようと

意欲をもって主体的に工夫し実践していく

資質・能力

○生活と技術についての基礎的な理解と，それ

らに係る技能

○他者と協働し，生活や社会の中から問題を見

いだして課題を設定し，課題を解決する力

○よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて，他者と協働し，生活を工夫し創造

しようとする実践的な態度

第１分科会
「材料と加工の技術」
○材料と加工の技術における原理
・法則や基礎的な技術の仕組み
の理解と，製作に必要な図をか
き，安全・適切な製作や点検が
できる技能

○材料と加工の技術の見方・考え
方を働かせ，生活の中の問題を
見いだして課題を設定し，友と
の関わりを通して，課題を解決
する力

○よりよい生活の実現や持続可能
な社会の構築に向けて，相手意
識に立ち，材料と加工の技術を
工夫し創造しようとする実践的
な態度

第２分科会
「生物育成の技術」
○生物の栽培に「温度，光，水，
空気」が及ぼす影響と，環境調
節する技術の仕組みを理解し，
安全・適切な栽培ができる技能

○個人やグループで，生物育成の
技術の見方・考え方を働かせ，
問題を見いだして課題を設定し，
課題を解決する力

○他者と協働し，進んで生物育成
の技術と関わり，自らの問題解
決とその過程を振り返る中で，
よりよいものとなるよう改善・
修正しようとする実践的な態度

第３分科会
「エネルギー変換の技術」
○エネルギー変換の技術と自分の
生活や社会との関わりについて
の理解と，電気回路に関する基
礎的な技能

○他者と協働し，エネルギー変換
の技術の見方・考え方を働かせ，
自分の生活や社会から問題を見
いだして課題を設定し，最適な
電気回路を考え，課題を解決す
る力

○よりよい生活の実現や持続可能
な社会の構築に向けて，他者と
協働し，エネルギー変換の技術
を工夫し創造しようとする実践
的な態度

第４分科会
「情報の技術」
◯情報通信ネットワークの
構成と情報を利用するた
めの基本的な仕組みの理
解と，安全・適切なプロ
グラムの制作と動作の確
認及びデバッグ等ができ
る技能

◯他者と協働し，情報の技
術の見方・考え方を働か
せて，問題を見いだして
課題を設定し課題を解決
する力

◯友と共に，新しい考え方
によって解決策を構想し
ようとする態度と，友と
の問題解決を振り返り，
修正しようとする態度

第５分科会
「家族・家庭生活」
○家族や地域の人々との協
力・協働についての基礎
的な理解と，幼児や高齢
者との関わりについての
基礎的な理解と技能

○家族・家庭や地域におけ
る生活の中から，家族・
家庭生活に問題を見いだ
し，協力・協働の視点か
ら課題をもって考え，他
者と協働して解決する力

○地域の人々と協働し，よ
りよい生活の実現に向け
て，家庭生活を工夫し創
造しようとする実践的な
態度

第６分科会
「衣食住の生活１」
○食事の役割や中学生に必要な栄
養の特徴を満たす食事，地域の
食文化についての基礎的な理解
と，日常食を調理できる技能

○家庭や地域における生活の中か
ら健康的な食生活について問題
を見いだし，課題をもって考え，
他者と協働して解決する力

○健康的な食生活にするために工
夫し創造する実践的な態度

第７分科会
「衣食住の生活２」
○衣服の選択と着用，計画的な活
用と手入れや，布を用いた製作
についての基礎的な理解と技能

○家族や家庭，地域における生活
の中から衣生活について問題を
見いだし，快適・安全，持続可
能な社会の構築の視点から，課
題をもって考え，他者と協働し
て解決する力

○衣生活について，工夫し創造し
ながら実践するとともに，地域
の生活文化を継承しようとする
態度

第８分科会
「消費生活・環境」
○金銭の管理と購入についての基
礎的な理解と技能，消費者の権
利と責任についての基礎的な理
解

○家族・家庭や地域における生活
の中から消費生活・環境につい
て問題を見いだし，課題をもっ
て考え，他者と協働して解決す
る力

○家族や地域の人々と協働し，身
近な消費生活と環境について工
夫し創造しようとする実践的な
態度
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表４ 資質・能力を育む学習過程

〇「生物育成の技術」の学習過程
学 目指す資質・能力

習 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

過 学習問題 他教科等 他教科等 他教科等

程 資質・能力 ・小学校 資質・能力 ・小学校 資質・能力 ・小学校

との関連 との関連 との関連

生 社会を支える 作物，動物，水産 小学校

活 生物育成の技 生物の育成環境 社会

や 術について考 が，地域に合わせ 理科*1
社 えよう。 て最適化されてい （総合）

会 ることの理解

を

支 ダイコンスプ 「温度，光，水， 既存の技術を追体 小学校

え ラウトを栽培 空気」が環境調節 験し，「温度，光， 理科

る して環境調節 に及ぼす影響の理 水，空気」が環境 中学校

技 について理解 解 調節の柱になって 理科*2
術 しよう。 いることへの気付

き

技 夏秋採りイチ イチゴの育成環境 小学校 夏秋採りイチゴ栽 主体的に技術を理

術 ゴの育て方を を調節する基礎的 理科 培の問題を見いだ 解し，技能を身に

に 学び，計画を な技術の理解 （総合） し，課題を設定で 付けようとする態

よ 立てよう。 中学校 きる力 度

る 理科

問 夏秋採りイチ 夏秋採りイチゴを 小学校 根拠を持った，環 問題解決の過程を

題 ゴを栽培しな 安全・適切に栽培 （総合） 境の変化に応じた 振り返り，よりよ

の がら，栽培計 する技能 課題の解決策の立 いものになるよ

解 画を修正しよ 案と，栽培計画を う，改善・修正し

決 う。 修正できる力 ようとする態度

社 夏秋イチゴの 生物育成技術のも 既存の技術の評価 中学校 よりよい社会に向 中学校

会 植物工場を知 つ光と影の理解 と，適切な選択が 社会 けて，生物育成の 国語

の り，個人の課 と，折り合いをつ できる力 技術を工夫してい 社会*3
発 題に応じた生 けて成り立ってい こうとする態度

展 物育成を考え ることの理解

と よう。

技

術

*1 小学校 ５年 理科「植物の発芽，成長，結実」
*2 中学校 １年 理科「植物の体のつくりと働き」
*3 中学校 社会 地理的分野「世界と比べた日本の地域的特色」

学習過程としては，「生活や社会を支える技術」

で，既存の技術を理解することで，技術の見方・

考え方に気付くようにする。そして，「技術によ

る問題の解決」で，気付いた見方・考え方を働か

せて生活や社会における問題を解決することで，

技術を工夫し創造しようとする態度を育成する。

さらに「社会の発展と技術」で，技術の見方・考

え方を働かせて生活や社会を広く見つめなおす，

という流れである。

また，家庭分野については，「生活の課題発見」

「解決方法の検討と計画」「課題解決に向けた実

践活動」「実践活動の評価・改善」に，「家庭・地

域での実践」を位置付けた流れが示されている。

この学習過程は，生徒の状況や題材構成等によっ

て異なることに留意する必要があり，３学年間を

見通して学習過程を工夫した題材を計画的に配列

し，課題を解決する力を養うことが大切であると

されている。

私たちはこれを受け，見方・考え方を働かせた

「深い学び」を実現するため，各題材の指導内容

と展開を検討し，指導内容に応じた具体的な目指

す資質・能力を整理した。（表４）
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<「主体的な学び」につながる手立て>

③ 見方・考え方を働かせるための題材設定と題

材展開

見方・考え方を働かせ，目指す資質・能力を育

むことができる題材を設定するため，私たちは，

題材の研究と開発を行った。今回，各分科会で提

案する題材は，生徒が追究意欲を持続することが

でき，学習を通して成就感や達成感を味わうこと

ができるものでもある。また，題材に応じて，問

題解決的な学習展開となるように，題材展開も工

夫した。

例えば，「生物育成の技術」の学習では，最初

の題材として「スプラウトの栽培」を位置付け，

「作物を育成・消費する際の安全性」や「品質・

収量等の効率」「環境への負荷」「生命倫理」等の

技術の見方・考え方に気付くようにするとともに

基礎的な知識・技能の習得を図ることにした。そ

して，中心となる題材である「夏秋採りイチゴの

栽培」で，気付いた見方・考え方を働かせ，習得

した知識及び技能を活用して，「環境調節」を視

点に学習を展開する。このように題材を設定し，

題材展開や授業展開を工夫することにより，見方

・考え方を働かせた「主体的な学び」を実現した。

また，家庭分野では，普段の生活を見返し，家

庭や地域とのつながりを考えたり，地域の声に触

れて要望を知ったりする場面を設定し，見過ごし

てきたことや自分の認識とのずれなどに着目させ

ながら，見方・考え方を働かせる学習を位置付け

るようにした。このことで，問題解決的な学習を

展開し，「主体的な学び」を実現させ，生徒に問

題解決能力を養っていく。

④ 身に付けた資質・能力を自覚させ，生活や社

会を見つめなおす振り返りの場

学習過程を振り返る場を工夫して設定すること

で，身に付けた資質・能力を自覚できるようにす

るとともに，生活を工夫し創造しようとする実践

的な態度を養いたい。

各授業の終末や題材のまとめの段階では，学習

の成果や過程を振り返る場を必ず設定し，自分の

成長を自覚できるようにした上で，生活をよりよ

くしようとする態度を育んでいく。また，習得し

表５ デジタルポートフォリオ

た知識及び技能，見方・考え方を，既有の知識や

生活体験と関連付けることで，さらなる問題に気

付いたり，その問題の解決方法を見付けたりでき

るようにしていく。そして，習得した知識及び技

能と見方・考え方を働かせて生活の中で実践した

り，家庭や地域・社会に発信したりする場を設定

することで，自分の生活と地域・社会との関わり

を認識し，自ら参画し，貢献する意識が芽生える

ようにしていく。

一方で，学習記録を蓄積し，自分の成長を振り

返るツールとして，デジタル機器を使用した学習

の振り返りについても提案したい。まだ研究段階

であるが，自己評価や他者評価をデジタルポート

フォリオとして蓄積していくシステムを開発し

た。このシステムを使用して振り返りを行うこと

で，自分の取組のよさや他者の考え方に共感する

よさに気付くようにし，さらなる意欲を喚起し，

他者との関わりを促していく。そして，学習履歴

の蓄積を，教師の指導や支援に役立てていく。

<「対話的な学び」につながる手立て>

⑤ 思考を広げ深める，他者と関わる活動の設定

他者とはグループや学級の中だけではなく，家

庭や地域，社会を含めたものである。このような

他者と関わることを通して，見方・考え方を働か

せながら自分の考えを明確にしたり，意見を共有

して互いの考えを深めたり，根拠を基に自分の考

えを整理して相手に伝えたりするなど，自らの考

えを広げ深められるようにしたい。

学習活動については特に，地域や環境の違い，
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生活経験や価値観に違いのある生徒同士の学び合

いや，異年齢，地域の方等と関わる学びを位置付

け，多様な意見や考えを基に，新たな考えや工夫

が生み出せるようにする。また，自分一人の力で

は解決することが難しい問題にも，他者と協働し

て，これまで身に付けてきた知識及び技能を生か

して立ち向かい，課題が解決できるように支援し

ていく。

３ おわりに

私たちは，見方・考え方を働かせた「深い学び」

の実現を図り，「共に拓く技術・家庭科の学習」を

実証しようと，次の９つの分科会で具体的な実践を

通して研究を進めてきた。（表６）

関東甲信越地区の 10都県で行われる長野大会は，

10 年ごとに見直される学習指導要領の改定の時期

と常に重なってきた。そのために，そのときの学習

指導要領を基に大会は実施されるが，新しい学習指

導要領に対応できるように研究を進めてきた。今回

の大会も同様で，新たなものを生み出す苦しさがあ

った。

しかし，私たちが提案している「共に拓く」学習

でイメージしている生徒の姿や授業の展開にぶれる

ことはない。生徒たちの願いや課題を基に，意欲的

に追究し，達成感や満足感を味わえる授業を創り出

したい。

また，その学習によって，ものや人と関わること

に楽しさを感じ，実際の生活を豊かなものにしてい

こうとする生徒を育成したい。「共に拓く技術・家

庭科の学習」のテーマの下，本研究が，「他者と協

働し，生活や社会をよりよくしようと意欲をもって

主体的に工夫し，実践する人」の育成につながるよ

う，今後も日々の実践を重ねていきたい。

表６ 各分科会の提案

第１分科会「Ａ材料と加工の技術」

・構想の場面で，共に課題を解決する力を育成す

る「材料と加工の技術」の学習

第２分科会「Ｂ生物育成の技術」

・栽培体験を繰り返し，育成環境の調節を工夫す

る「生物育成の技術」の学習

第３分科会「Ｃエネルギー変換の技術」

・センサを使った回路構成を通して，よりよい生

活や持続可能な社会を構築する資質・能力を育

む「エネルギー変換の技術」の学習

第４分科会「Ｄ情報の技術」

・ネットワークを利用した対話的な情報提供を行

うコンテンツのプログラミングで課題を解決す

る「情報の技術」の学習

第５分科会「Ａ家族・家庭生活」

・地域の様々な世代の人との関わりを通して，協

力・協働する資質・能力を育む「家族・家庭生

活」の学習

第６分科会「Ｂ衣食住の生活１」

・健康的な食生活にするために工夫し創造しよう

とする資質・能力を育む，地域食材を活用した

「食生活」の学習

第７分科会「Ｂ衣食住の生活２」

・快適・安全と資源や環境に配慮し，工夫しなが

ら衣服の寿命を延ばす「衣生活」の学習

第８分科会「Ｃ消費生活・環境」

・持続可能な社会の構築に向けて家庭や地域社会

と連携し，実践的な態度を育む「消費生活・環

境」の学習

第９分科会「教育課程」

・新学習指導要領に対応した「共に拓く」教育課

程の編成

・「主体的・対話的で深い学び」を評価する『デ

ジタルポートフォリオ評価』の活用


